












　自閉症に関する研究は現在まで数多くなされて来ている。しかし脳波学的な

研究では,脳波記録が困難なために,特に覚醒時脳波についてなされたものが極

めて少ない。これまでの報告では,自閉症児の覚醒時の基礎律動については,テ

レメークーを使用して記録した Hutt 等の主張する低振幅速波々型が多く,超覚

醍状態を示すという見解と,Hermelin 等の正常群と有意差は無いという対立し

た見解がみられる。


